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生
憎
の
雨
模
様
と
な
っ
た
二
月
三
日
、
災
難
消
除
を
願
う
節

分
祭
を
斎
行
。
宗
像
観
光
協
会
（
会
長1
1

吉
武
邦
彦
氏
）
と
の
共

催
に
よ
る
豆
打
式
は
午
前
と
午
後
と
の
二
回
に
分
け
て
行
わ

れ
、
「
福
」
を
授
か
ろ
う
と
す
る
約
一
五0
0
名
の
参
拝
者
が
詰

め
掛
け
、
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
熱
気
で
賑
わ
っ
た
。

宗
像
観
光
協
会
と
の
共

催
に
よ
る
節
分
祭
も
二
年

目
。
今
年
の
節
分
は
日
曜

日
と
な
り
、
多
く
の
参
拝

者
が
詰
め
掛
け
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
た
為
、
例
年
、
大

駐
車
場
前
の
祈
願
殿
で
行

わ
れ
て
い
た
節
分
祭
と
豆

打
式
を
、
皆
様
に
事
故
な

く
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
こ

参
加
頂
こ
う
と
本
年
か
ら

本
殿
で
行
う
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
福
豆
も
同
協
会

と
協
力
し
昨
年
の
倍
、
六

宗

冒
ロ
ロ
ロ

る
と
最
近
、
こ
の
海
で
魚
が
獲
れ
な
い
と
い
う

報
道
番
組
を
観
た
。
取
材
の
き
っ
か
け
は
玄
界

灘
で
ど
の
よ
う
な
魚
が
獲
れ
て
い
る
の
か
を
調

べ
る
為
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
状
は
海
水
温
の

上
昇
な
ど
で
漁
獲
量
は
減
り
、
魚
類
相
も
変
わ

っ
て
き
て
い
る
と
の
事
だ
っ
た
▼
こ
の
百
年
で

海
水
温
は
世
界
平
均
〇
、
五
度
、
日
本
全
体
で

は
0
、
七
s
-
、
六
度
の
上
昇
が
み
ら
れ
、
九
州

で
は
一
S

二
度
の
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
海
水
温
上
昇
は
昨
年
の
白
潮
現
象
な
ど
に

も
関
係
が
あ
り
、
漁
獲
高
に
も
影
孵
を
及
ぼ
し

た
よ
う
で
あ
る
▼
さ
ら
に
、
黒
潮
や
対
馬
海
流

に
乗
っ
て
く
る
死
滅
回
遊
魚
（
回
遊
性
が
無
く

生
息
条
件
が
悪
く
な
る
と
死
滅
す
る
魚
）
が
近

年
の
冬
の
水
温
低
下
程
度
で
は
死
滅
せ
ず
、
貝

類
な
ど
の
餌
と
な
る
海
藻
を
食
べ
尽
し
て
し
ま

い
、
今
ま
で
獲
れ
て
い
た
魚
介
が
獲
れ
な
く
な

っ
た
と
▼
確
か
に
昨
年
の
沖
ノ
島
奉
務
時
に

素
潜
り
漁
に
来
て
い
た
漁
師
の
方
が
、
海
中
に

は
藻
が
生
え
て
お
ら
ず
南
方
の
魚
が
泳
い
で
い

る
と
言
っ
て
い
た
▼
こ
こ
数
年
「
沖
ノ
島
と
関

連
迫
産
群
」
を
世
界
迫
産
登
録
へ
と
県
、
宗
像
・

福
津
市
を
中
心
に
盛
ん
な
活
動
が
見
ら
れ
る
。

登
録
さ
れ
沖
ノ
島
の
古
代
か
ら
今
に
至
る
信

仰
形
態
、
追
跡
出
土
神
宝
等
や
地
域
の
自
然
と

歴
史
的
価
値
を
よ
り
多
く
の
方
々
が
知
っ
て
継

承
し
て
頂
き
た
い
。
そ
の
折
に
は
沖
ノ
島
に
欠

か
せ
な
い
玄
界
灘
本
来
の
豊
富
な
魚
介
類
を

も
後
世
に
残
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

(
T
.
I
)

3月祭事暦

毎月 1 ・ 15日目茨祭
午前 10時～
高宮祭
第二宮•第三宮祭
宗像晩国神社祭(1日）

午前 1 1 時～
総社祭
浦安舞奉奏 (1 日）
型栄舞奉奏(1 5 日）

4日氏貞公墓前祭

午前 1 1 時～

於＝宗像市上八氏貞公墓前
本年は神式で斎行

19日松尾神社祭

午前 1 1 時～

23日皇霊殿遥拝式

午前10時～

神具・装束

令井 冷
f

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

霊話福岡(Oq2)65 I _q456番
店〒600-8231 京都市下京区油小路六条北入
需話 (075)341-3341 （代）～4番

(075)343-3341 番

本

木組の家 匠の技

煉式会社ク江組
〒81 1-3 4-06福岡県宗像市稲元 1025 電話(o q4-0)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. munakata-taisha.or.jp/ 
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万
袋
の
準
備
す
る
こ
と
と
な
り
、
予
定
通
り
午
前
十
一
時
、
本
殿
に
制
限
を
行
っ
て
の
豆
打
式
と
な
コ
ー
ス
が
、
境
内
脇
の
県
道
六
九
渋
滞
と
な
っ
た
。

年
明
け
早
々
か
ら
準
備
が
進
め
ら
て
祭
典
を
決
行
。
高
向
権
宮
司
が
り
、
一
回
目
の
豆
ま
き
が
終
了
す
号
線
と
な
り
駐
車
場
は
満
車
、
周
午
後
の
部
は
午
後
二
時
よ
り
催

れ
た
。
豆
打
式
で
の
各
種
催
し
に
無
病
息
災
・
延
命
招
福
の
祝
詞
を
る
と
、
参
拝
者
は
す
ぐ
に
氏
子
青
辺
道
路
は
正
月
を
房
昴
と
さ
せ
る
行
。
ま
ず
本
殿
に
お
い
て
、
長
年
に

は
同
協
会
を
は
じ
め
ア
ク
シ
ス
物
奏
上
、
続
い
て
拝
殿
上
左
右
二
手
年
会
員
の
誘
導
で
総
入
れ
替
え
さ

a
i

r

這

産
館
、
鐘
崎
港
ふ
く
船
団
、
福
岡
サ
·
に
分
か
れ
た
神
職
に
よ
り
追
灘
の
．
れ
、
引
き
続
き
二
回
目
を
催
行
、
·

ニ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
ス
、
玄
界
高
校
神
事
「
嗚
弦
の
儀
」
が
執
り
行
わ
れ
各
々
福
運
を
手
に
さ
れ
た
。

邦
楽
部
に
も
御
協
賛
頂
き
、
更
に
た
。
二
人
の
神
職
が
桃
弓
・
葦
矢
を
一
方
同
時
刻
、
斎
館
前
庭
で
は

は
氏
子
青
年
会
員
の
協
力
を
賜
り
携
え
て
、
一
人
は
天
空
に
向
け
、
も
児
童
の
み
を
対
象
と
し
た
豆
ま
き

今
ま
で
に
無
い
節
分
祭
と
な
っ
~
う
一
人
は
地
上
に
向
け
て
矢
を
三
•
も
行
わ
れ
、
プ
ロ
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
i

た
。
度
射
る
所
作
を
行
い
、
次
に
弦
を
ム
「
福
岡
サ
ニ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
ス
」

当
日
は
朝
か
ら
小
雨
が
降
る
生
三
度
打
ち
天
地
の
邪
気
を
祓
い
清
の
選
手
ら
が
福
豆
を
ま
き
、
子
供

憎
の
天
候
と
な
っ
た
が
、
当
初
の
め
た
。
そ
の
後
、
各
代
表
が
玉
串
を
た
ち
の
黄
色
い
歓
声
が
周
囲
に
こ

彎
ぎ
；
捧
げ
今
年
一
年
の
一
だ
ま
し
た
。
i

厄
除
開
連
を
祈
念
i
福
豆
に
は
多
く
の
「
当
た
り
券
」
~

し
た
。
一
も
入
っ
て
お
り
、
「
当
た
り
」
を
拾
~

祭
典
終
了
後
、
神
·
っ
た
参
拝
者
は
宗
像
大
社
の
景
品
．

＿
ば
叩
ぶ
冑
／
口
心
[

＿
ち
受
け
る
中
、
渡
邊
]
ブ
ル
ー
ス
の
グ
ッ
ズ
」
、
「
ア
ク
シ
ス
[

禰
宜
の
先
導
に
よ
一
物
産
館
お
買
い
物
券
」
な
ど
と
引
一

る
「
鬼
は
外
、
福
は
一
き
換
え
ら
れ
て
い
た
。

内
」
の
発
声
と
共
に
、
一
境
内
に
は
、
同
協
会
に
よ
る
一

袢
を
着
用
し
た
年
」
様
々
な
露
店
が
出
店
さ
れ
賑
わ
い
[

男
一
同
が
用
意
さ
i
を
み
せ
て
い
た
が
、
な
か
で
も
限
一

れ
た
福
豆
・
菓
子
を
ー
定
一
0
0
0

名
の
「
と
ら
ふ
ぐ
つ

撒
き
始
め
、
本
殿
周
]
み
れ
鍋
」
は
大
盛
況
で
、
冷
た
い
雨
・

辺
は
瞬
く
間
に
熱
一
の
中
長
蛇
の
列
が
出
来
て
い
た
。

気
に
包
ま
れ
た
。
参
ま
た
、
当
日
は
「
福
岡
県
民
体
育
大
一

拝
者
が
多
く
入
場
．
会
」
郡
市
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
の
[
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ッ
ク
ス
ブ
ル
ー
ス
」
太
鼓
の
音
が
嗚
り
響
い
た
。

の
選
手
等
が
奉
仕
．
屋
外
で
の
豆
撒
き
に
支
障
を
来

さ
れ
、
用
意
さ
れ
た
．
た
す
ほ
ど
天
候
に
は
恵
ま
れ
ず
、

福
豆
・
菓
子
を
撒
き
．
参
拝
者
の
皆
様
に
は
急
な
会
場
変

始
め
る
と
参
拝
者
二
更
等
こ
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た

の
歓
声
で
湧
い
た
。
が
、
昨
年
に
も
増
し
て
盛
り
上
が

か
な
り
激
し
い
雨
．
り
を
み
せ
た
平
成
二
十
年
の
節
分

で
あ
っ
た
が
、
一
回
．
祭
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
こ
協

目
同
様
多
く
の
参
；
刀
賜
り
ま
し
た
皆
様
方
に
厚
く
御

拝
者
が
詰
め
か
け
、
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
も
多
く

や
は
り
三
回
に
分
．
の
皆
様
に
宗
像
大
神
様
の
「
福
」
を

け
て
の
豆
ま
き
と
持
ち
帰
っ
て
頂
け
る
様
取
り
組
ん

な
っ
た
。
ま
た
、
同
．
で
参
り
ま
す
。

じ
く
境
内
で
予
定

し
て
い
た
玄
界
高

校
邦
楽
部
に
よ
る

「
宗
像
太
鼓
」
の
奉

亘
り
御
自
身
の
畑
で
作
ら
れ
た
大
一
納
演
奏
も
急
速
拝
殿
で
行
う
こ
と

豆
を
節
分
祭
の
福
豆
と
し
て
奉
納
．
と
な
り
、
本
殿
周
辺
に
は
勇
壮
な

頂
い
た
深
田
虎
重
氏
（
宗
像
市
田
一

島
在
住
）
へ
、
高
向
権
宮
司
よ
り
感
―

謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
同
一

氏
の
こ
厚
志
に
深
く
感
謝
申
し
上
．

げ
る
と
共
に
、
鄭
重
に
御
礼
を
申
~

し
上
げ
た
。

正
午
過
ぎ
よ
り
雨
脚
が
一
段
と
~

強
く
な
っ
た
為
、
豆
ま
き
は
急
速
一

祈
願
殿
に
変
更
、
同
授
与
所
の
二
i

階
よ
り
豆
打
式
が
行
わ
れ
た
。
年
~

男
に
は
地
元
選
出
の
渡
辺
具
能
衆
[

議
院
議
員
を
は
じ
め
、
福
岡
サ
ニ
i

初
会
合
開
催

一
月
二
十
六
日
、
宗
像
大
社
海
順
調
で
あ
り
例
年
通
り
に
奉
納
出

洋
神
事
奉
賛
会
初
会
合
が
村
田
繁
来
そ
う
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。

美
会
長
、
沖
中
両
宮
奉
賛
会
古
賀
次
に
「
み
あ
れ
祭
」
に
つ
い
て
の

理
会
長
以
下
各
漁
協
よ
り
の
代
表
反
省
や
課
題
に
つ
い
て
審
議
さ

者
八
名
出
席
の
も
と
当
大
社
で
開
れ
、
海
上
神
幸
は
昨
年
通
り
縦
列

催
さ
れ
た
。
．
に
て
行
う
事
に
決
定
し
、
初
会
合

午
前
十
一
時
、
会
合
に
先
立
ち
i
は
終
了
と
な
っ
た
。

本
殿
で
大
漁
祈
願
祭
が
斎
行
さ
・
本
年
の
若
布
は
三
月
中
旬
に
献

れ
、
今
年
一
年
の
大
漁
満
足
・
海
上
上
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

安
全
が
祈
念
さ
れ
た
。
引
き

続
き
会
合
へ
と
入
り
、
本
年

の
若
布
献
上
に
関
す
る
件
と

「
み
あ
れ
祭
」
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
た
。

ま
ず
、
昨
年
度
の
若
布
献

上
に
関
す
る
経
緯
を
、
昨
年

の
海
草
献
上
業
務
担
当
神
職

が
報
告
、
続
い
て
本
年
の
担

当
神
職
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ

し
て
審
議
の
結
果
、
各
漁
協

か
ら
の
随
行
者
は
慣
例
に
よ

り
、
宗
像
漁
協
本
所
（
神
湊
）

と
同
地
島
支
所
か
ら
選
定
頂

く
事
と
な
り
、
若
布
の
採
取

は
例
年
通
り
地
島
支
所
ヘ
一

任
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。
現
在
の
若
布
の
生
育
は

海
洋
神
事
奉
賛
会
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ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

東
京
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
早
稲

田
大
学
国
際
会
議
場
で
開
催
し
、

会
場
の
定
員
で
あ
る
四
五

0
名
の

参
加
者
を
集
め
、
関
心
の
高
さ
を

証
明
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

宗
像
市
が
、
福
岡
県
・
福
津
市
と
ー
産
群
」
は
、
昨
年
一
月
の
世
界
文
化
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
の
写
真
に
加
関
東
一
円
か
ら
集
ま
り
本
遺
産
の

共
同
で
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
一
遺
産
国
内
暫
定
一
覧
表
へ
の
追
加
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
え
、
そ
こ
か
ら
出
土
し
た
約
八
万
知
名
度
を
高
め
る
絶
好
の
場
と
な

指
し
て
い
る
「
沖
ノ
島
と
関
連
遺
一
記
載
に
お
け
る
審
議
の
結
果
、
継
た
。
点
に
も
の
ぼ
る
国
宝
の
内
、
そ
の
り
ま
し
た
。
冒
頭
、
碁
調
講
演
を
い

続
審
議
と
な
提
案
書
の
練
り
直
し
に
つ
い
て
一
部
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
提
た
だ
い
た
吉
村
作
治
氏
は
、
「
エ
ジ

り
ま
し
た
。
は
、
本
遺
産
の
題
名
を
「
宗
像
・
沖
案
書
は
、
昨
年
十
二
月
二
十
五
日
。
フ
ト
文
明
の
調
査
、
研
究
が
本
業

そ
の
際
に
提
一
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
と
し
、
宗
像
]
に
文
化
庁
へ
再
提
出
い
た
し
ま
し
i
で
あ
る
が
、
そ
の
文
明
の
東
へ
の

示
さ
れ
た
課
：
と
い
う
地
名
お
よ
び
古
代
豪
族
の
：
た

0

:
伝
道
の
終
着
点
が
日
本
で
あ
る
と

題
や
そ
の
後
」
名
前
を
加
え
る
こ
と
で
、
一
般
に
]
本
遺
産
の
知
名
度
に
つ
い
て
i
す
れ
ば
、
こ
こ
宗
像
の
沖
ノ
島
を

文
化
庁
と
の
一
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
本
遺
産
の
i
は
、
「
不
言
島
」
と
い
う
禁
忌
の
も
：
中
継
点
と
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
た

意
見
交
換
の
．
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
と
、
見
た
も
の
聞
い
た
も
の
を
一
の
で
あ
る
か
ら
、
私
が
関
わ
る
意

内
容
を
整
理
一
提
案
書
の
要
で
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
i
切
口
外
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
]
義
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
」

す
る
と
、
大
．
に
つ
い
て
は
、
前
回
、
沖
ノ
島
で
の
]
梃
が
、
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
：
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

き
く
三
点
の
・
国
家
的
な
祭
祀
と
東
ア
ジ
ア
と
の
．
か
っ
た
と
い
う
理
由
と
し
た
ら
、
．
し
た
。
ま
た
、
各
先
生
か
ら
も
そ
の

課
題
が
あ
り
対
外
交
渉
を
主
体
に
作
成
し
て
い
ま
さ
に
生
き
た
伝
統
文
化
と
し
て
専
門
分
野
の
視
点
に
立
っ
て
本
遺

ま
す
。
そ
の
ま
し
た
が
、
今
回
は
沖
ノ
島
そ
の
現
在
ま
で
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
産
の
価
値
を
証
明
し
て
い
た
だ

課
題
と
は
、
も
の
の
自
然
、
そ
う
し
た
環
境
下
な
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
世
界
遺
産
き
、
ま
た
、
多
く
の
方
々
に
そ
の
貴

提
案
書
の
練
で
行
わ
れ
て
い
た
信
仰
、
そ
の
信
登
録
を
目
指
す
た
め
に
は
、
や
は
重
な
遺
産
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で

り
直
し
、
沖
仰
が
今
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
点
．
り
認
知
度
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
：
き
ま
し
た
。

ノ
島
の
知
名
：
な
ど
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
遺
産
を
紹
介
i
国
際
的
な
視
点
で
の
検
証
で

度
が
低
い
と
i
に
伴
い
ま
し
て
、
沖
ノ
島
に
生
i
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
映
像
を
作
：
は
、
十
二
月
二
日
に
九
州
国
立
博

い
う
こ
と
、
i
息
・
繁
殖
す
る
動
植
物
の
な
か
で
一
成
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
で
、
：
物
館
に
お
き
ま
し
て
国
際
シ
ン
ポ

国
際
的
な
視
―
環
境
省
が
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
し
二
配
布
し
、
上
映
な
ど
を
行
い
ま
し
一
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

点
で
の
検
討
一
て
い
る
希
少
な
動
植
物
の
写
真
や
：
た
。
ま
た
、
本
遺
産
の
価
値
や
内
容
i
に
は
、
中
国
や
韓
国
の
研
究
者
を

が
必
要
と
い
]
一
ホ
像
大
社
で
の
神
事
や
お
祭
り
の
；
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
：
お
招
き
し
て
本
遺
産
の
東
ア
ジ
ア

う
こ
と
で
[
与
真
な
ど
を
加
え
ま
し
た

o

ま
た
‘
こ
」
ヽ
十
二
月
二
十
四
日
に
東
京
シ
一
に
ぉ
け
る
価
値
や
位
置
付
け
を
議

」

ー
継
続
審
議
と
し
て
課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
と
提
案
書
の
再
提
出
ー

と

,. 

宗
像
市
役
所

秘
書
課
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論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
海
外
一
暫
定
一
覧
表
へ
の
追
加
提
案
は
、
i
「
宇
佐
・
国
東
ー
、
「
神
仏
習
合
」
の
原

の
研
究
者
か
ら
見
て
も
本
遺
産
が
一
全
三
十
二
件
に
上
っ
て
い
ま
す
。
国
二
風
景
」

世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
：
内
暫
定
一
覧
表
へ
の
追
加
記
載
を
一
「
竹
富
島
・
波
照
間
島
の
文
化
的
景

と
い
う
こ
と
を
検
証
す
る
こ
と
が
一
審
議
す
る
世
界
文
化
遺
産
特
別
委
]
観
—
黒
潮
に
育
ま
れ
た
亜
熱
帯
海

で
き
ま
し
た
。
特
に
カ
ッ
ト
グ
ラ
一
員
会
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
時
代
や
一
域
の
小
島
ー
」

ス
碗
片
、
金
銅
製
龍
頭
や
金
製
指
~
内
容
こ
と
に
四
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
一
第
四
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と

輪
に
つ
い
て
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
」
ク
ル
ー
プ
に
わ
け
て
審
議
を
行
う
・
は
、
「
時
代
を
超
え
て
、
人
と
自
然

ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
中
国
、
韓
国
の
一
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
遺
産
は
：
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
す
る
遺

先
生
方
と
日
本
の
先
生
方
と
の
熱
」
第
四
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
位
i
産
」
に
関
係
す
る
も
の
で
す
。
二
月

い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
0

j
置
付
け
ら
れ
、
以
下
に
示
す
九
件
i
か
ら
三
月
に
は
、
文
化
庁
に
お
い

今
回
の
提
案
制
度
で
日
本
国
内
．
が
同
じ
ワ
ー
キ
ン
グ
に
属
し
ま
一
て
提
案
書
を
提
出
し
た
自
治
体
と

か
ら
文
化
庁
へ
提
出
さ
れ
た
国
内
i
す
。
一
の
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
四

「
天
橋
立
1

日
本
の
文
化
：
月
以
降
、
国
内
暫
定
一
覧
表
に
記

景
観
の
原
点
」
i
載
さ
れ
る
か
否
か
が
決
定
さ
れ
ま

「
阿
蘇
ー
火
山
と
の
共
生
一
す
。

と
そ
の
文
化
的
景
観
」
最
後
に
、
国
内
暫
定
一
覧
表
へ

「
最
上
川
の
文
化
的
景
観
追
加
記
載
さ
れ
、
世
界
遺
産
へ
の

—
舟
運
と
水
が
育
ん
だ
：
本
登
録
が
実
現
し
ま
す
よ
う
、
み

農
と
祈
り
、
豊
饒
な
大
地
i
な
さ
ま
の
こ
協
力
こ
支
援
、
さ
ら

]
に
は
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

「
霊
峰
白
山
と
山
麓
の
文
一
た
し
ま
す
。

化
的
景
観
ー
自
然
•
生
i

業
・
信
仰
—
」

「
若
狭
の
社
寺
建
造
物
群
一

と
文
化
的
景
観
ー
神
仏
一

習
合
を
韮
調
と
し
た
中
一

世
景
観
」
[

「
三
徳
山
ー
信
仰
の
山
と
i

文
化
的
景
観
ー
」
一

「
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
i

と
遍
路
道
」

提案書の内容については、

市のホームページからご覧いただけます。

http://www.city.munakata.lg.jp 

さ
れ
、
今
年
の
方

向
性
が
承
認
さ
れ

た
。総

会
終
了
後
に

I
会
が
行
わ
れ
、
今

り
、
神
湊
・
魚
屋
旅
館
で
宗
像
大
社
・
年
は
（
社
）
全
日
本
菊
花
連
盟
理
事

菊
花
会
の
新
年
総
会
並
懇
親
会
が
篠
原
廣
光
先
生
に
よ
る
「
巨
大
輪

開
催
さ
れ
た
。
」
作
り
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
題
し
た

当
日
は
一
月
下
旬
と
し
て
は
、
：
勉
強
会
が
行
わ
れ
た
。

近
年
に
な
い
温
暖
な
天
候
に
恵
ま
一
篠
原
先
生
は
愛
媛
県
出
身
で
、

れ
、
九
州
各
地
か
ら
宗
像
大
社
菊
」
菊
栽
培
歴
四
十
年
、
過
去
＋
回
連

花
会
の
会
員
約
七
十
名
が
一
同
に
]
郡
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
、
菊

集
合
し
総
会
は
始
ま
っ
た
。
一
全
国
大
会
で
は
数
々
の
大
臣
賞
を

昨
年
の
第
三
十
六
回
大
会
の
反
i
受
賞
さ
れ
、
大
菊
作
り
で
は
全
国

省
と
、
本
年
の
第
三
十
七
回
大
会
一
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
制
作
者
と
あ
っ

の
行
事
日
程
、
九
州
菊
花
連
盟
九
．
て
、
会
員
一
同
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

州
大
会
の
運
営
等
に
つ
い
て
協
議
い
た
。

i
一
［
正
午
に
は
講
習
会
も
終
了
し
、大

広
間
で
新
春
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
宗
像
大
社
菊
花
会
千
々
和
会

長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
宗
像
観
光

協
会
吉
武
会
長
の
発
声
に
よ
り
乾

杯
が
行
わ
れ
懇
親
会
は
始
ま
っ

た
。
一
同
玄
海
の
海
の
幸
を
充
分

堪
能
し
な
が
ら
、
今
年
の
第
三
十

七
回
大
会
へ
の
更
な
る
意
気
込
み

と
、
十
一
月
の
再
会
を
誓
い
午
後

三
時
終
了
し
た
。

尚
、
今
年
の
第
三
十
七
回
西
日

本
菊
花
大
会
は
十
一
月
一
ー
ニ
十

三
日
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

；
荀
花
展
の
発
展

.. 

^
5
 .-

り
・t
L
 

.. 
9
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錐
＝
＿
＿
＿
玉
四
同

l
-

三
月
三
十
一
日
（
月
）
午
後
五
時
総
社
地
主
祭

午
後
六
時
宵
宮
祭

一
日
（
火
）
午
前
十
一
時
大
祭（

氏
子
奉
幣
・
主
基
地
方
風
俗
舞
・
浦
安
舞
）

二
日
（
水
）
午
前
十
一
時
総
社
祭
（
海
洋
神
事
事
業
奉
賛
者
表
彰
）

交
通
安
全
講
社
祭

午
前
十
一
時
四
十
分

宗
像
護
国
神
社

高
宮
祭

第
二
宮
・
第
三
宮
祭

献
茶
祭
（
南
坊
流
小
方
社
中
）

分
、
本
殿
裏
の
森
か
ら
出
火
し
、
国
に
祈
願
殿
屋
根
に
放
水
を
開
始
。
り
、
こ
れ
を
火
魔
よ
り
守
り
後
世

指
定
重
要
文
化
財
の
本
・
拝
殿
に
本
番
さ
な
が
ら
の
消
火
活
動
を
繰
に
伝
え
て
い
く
責
任
は
現
代
に
生

火
勢
が
迫
っ
て
い
る
と
の
想
定
で
開
り
広
げ
、
数
分
後
鎮
火
と
な
っ
た
。
き
る
者
我
々
の
使
命
で
あ
る
。
よ
り

始
さ
れ
た
。
消
火
活
動
終
了
後
、
宗
像
市
長
、
一
層
の
防
火
に
対
す
る
意
識
の
向
上

一
月
二
十
六
日
午
前
九
時
五

0

実
は
「
第
五
十
四
回
文
化
財
防
火
災
を
発
見
し
た
巫
女
が
直
ち
宗
像
地
区
消
防
本
部
長
、
宗
像
市
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

分
、
火
災
報
知
器
の
ベ
ル
が
正
月
の
火
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、
宗
像
大
社
自
に
火
災
報
知
器
を
押
し
、
社
務
所
消
防
団
長
よ
り
講
-
t

9.
.
 

賑
わ
い
も
一
段
落
つ
い
た
境
内
に
．
衛
消
防
団
、
宗
像
地
区
消
防
本
部
、
に
通
報
。
当
大
社
自
衛
消
防
団
は
評
、
最
後
に
神
島
宮
＼
一
叫

-
`
r
A
`
 

突
然
嗚
り
響
い
た
。
当
大
社
自
衛

]
lホ
像
市
消
防
団
（
第
ニ
・
七
・
十
．
本
殿
へ
急
行
。
巫
女
並
び
に
宗
像
市
・
司
が
防
火
訓
練
協

.p
n
 

消
防
団
へ
出
動
を
促
す
警
報
と
な
i
一
・
十
二
分
団
）
、
宗
像
市
女
性
消
女
性
消
防
団
が
バ
ケ
ッ
リ
レ
ー
を
・
カ
の
御
礼
挨
拶
を

•F-(` 

っ
た
0

i
防
団
、
宗
像
警
察
署
（
地
元
四
駐
在
．
行
い
、
屋
外
・
地
下
消
火
栓
か
ら
施
行
い
防
火
訓
練
を

所
）
合
同
で
三
]
設
消
火
班
の
神
職
、
管
理
員
、
又
地
｛
無
事
終
了
し
た
。

l

十
四
回
目
を
元
の
宗
像
市
消
防
団
第
十
一
分
団
文
化
財
は
国
の
．
＾
．
，

迎
え
た
防
火
が
放
水
を
行
い
初
期
消
火
に
あ
た
宝
、
民
族
の
宝
で
あ
・
・
｛

訓
練
の
合
図
]
っ
た
。

で
あ
っ
た
。
~
続
い
て
午
前
十
時
、
折
か
ら
の
強
~
＼
一

訓
練
は
午
風
に
あ
お
ら
れ
、
祈
願
殿
に
延
焼
像
辺
～
』
・
ー

前
九
時
五
〇
拡
f
し
た
と
の
想
定
[
`
°
い
[
-
ー
＼
パ
｛
白
）
g

3
6
)
5
S
b
6

→
g
）
｛
~
＿

~
春
の
大
祭
を
左
記
行
事
日
程
で
斎
行
致
し
ま
す
の
で
、
皆
様
方

を
受
け
た
宗
[

像
地
区
消
防
]
お
誘
い
の
上
御
参
拝
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

本
部
・
宗
像
i

市
消
防
団
の
~

各
消
防
車
両
．

が
サ
イ
レ
ン

を
嗚
ら
し
な
一

が
ら
第
一
駐
[

車
場
に
集
一

結
。
各
隊
、
統
~

制
の
と
れ
た
~

動
き
で
配
置
一

に
つ
き
、
一
斉
i

午
後
二
時

文
化
財
防
火
テ
ー
に
伴
う

四
月
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品塗を八総駆‘戦です悶徽す位よぷまこ互儡冒贋悶璽弯
デり、黄隻数逐巡艦農さを浪菟隊ムヘ摩リズ峡で史ゥ艦：
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との商て艦視へに崎力 た；旦に阻にのトク日宗に入‘あ合そづをの

孟魯そ麿唸隻晶：星畠 旱冒t：畠悲裏旱［反雷畠’呂認亙冒な尼喜口
はたい島海マ三ド郎岸 人近 のなりの天港へ峡のヒ海問ぱ迎贔も旗
そにたと軍卜井・はマ カ｀づ 興けな補艦す入ヵ｀か年峡題朝眉°うを
れな‘奥沖にラ物蓼烏多 ら＜ 廃れん給隊るり、津太ゥをぱ鮮つ とは
がに浜縄打島産べにス もの をばとをののゥ軽平ラ胄勾南東 吐た
宮や牛間電沖社イ寄ヵ 寄報 かなし断入力。｀ラ海洋ジてチ岸郷 いめ
古らはをしを員日港ル せは けらてた港ウジ峡側オ、ツのの てか

·········•···············································································································································・· • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • -• • -

か念はてをでにがつ戦いい十垣な信奥隊軍こもだにが島
えし平碑記話表明てしまたでキ花け施浜の艦とみのよ島の
らて成が念題 るい既の伝口善閉設はまだもえ船つが島
れ新＋建しと彰みなに住え先 の宮つごなたでてど影
たし七ててなさにし日ーたの賃ぁ古た＾い。な船んだ
゜く年ら久つれなか本＋の石 る島だ坂旗旭くだどと
了ーれ松fこ美りしの八で垣人石の中ので日軍とんぉ
り 0 たのの談昭後大乱魯曼g垣島｛ミ上あ旗艦気門も
閾怠盈；も偲旦胃日禰災閂唇屁店畠§ ; ；習；亙
年あ士空てはのに本軍二。久告で飯g ＜っい
を召とこ巷じ行終海にを百松げあはァぢたなをぎ
記碑しれ間め動わ海届漕七の電菟艦のた旗たとろ

（続）
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(

き

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

寒
き
日
は
湯
タ
ン
ポ
抱
き
起
き
出
で
て
孫
の
や
う
だ
と
お
ど
け
て
見
せ
る

王
麟
汀
芦
戸
鱈
臼
”
”
)
の
あ
た
た
か
さ
を
知
る
一
首
。
一

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

宵
し
ぐ
れ
灯
の
と
も
り
た
る
ビ
ニ
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
に
そ
そ
ぎ
音
を
た
て
お
り

王
汀
覧
虹
瓢
汀
鱈
直
汀
口
麟
応
汀

o
­

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

選
別
を
外
れ
し
ト
マ
ト
も
ら
び
き
て
天
然
塩
ふ
り
夕
鮪
の
菜
と
す

一
評
＿
謬
口
只
叩
汀
言
汀
戸
：
汀
者
に
対
す
る
作
一

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

ほ
ぱ
し
ら

は
る
か
よ
り
父
が
手
に
撒
く
花
び
ら
の
凝
る
や
白
く
帆
柱
山
初
雪

百
＿
濯
ぷOぅ
た
、
巧
い
一
首
。
四
句
は
「
凝
り
た
る
な
ら
む
」
一

向

う
き
は
市
浮
羽
町
則
正

師
走
な
か
ば
狭
庭
の
す
み
の
朝
顔
は
小
さ
き
花
ひ
と
つ
び
そ
や
か
に
咲
く

王
冒
鱈
覧
汀
彗
コ
麟
言
口
汀
汀
言
万
一

福
津
市
中
央
中
村
勇

故
里
は
近
く
に
あ
れ
ど
寄
る
こ
と
な
く
聞
く
こ
と
ば
か
り
去
り
て
七
十
年

下
言
げ
紅
戸
謬
汀
言
『
冒
』
』
汀

o
l

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

回

一
社
歌
会
詠
革

研
ぎ
あ
げ
て
出
刃
も
薄
刃
も
切
れ
の
よ
し
模
様
あ
ざ
や
け
き
石
鯛
料
る

上
げ
潮
の
流
れ
に
乗
り
き
て
段
の
そ
ば
口
吻
ス
マ
ー
ト
に
さ
よ
り
は
泳
ぐ

' 
雨
を
呼
び
風
を
び
き
寄
せ
冬
の
雷
気
随
気
饂
に
ひ
か
り
と
ど
ろ
く

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

庭
の
辺
の
水
仙
い
け
た
る
玄
関
に
七
日
を
過
ぎ
れ
ど
よ
き
香
漂
ふ

一
評
汀
詞
げ
霜
這
戸

]
0：
因
に
活
け
た
る
庭
の
水
仙
は
」
]

宗
像
市
田
野
森
甲
子

孫
に
曾
孫
そ
ろ
び
迎
ふ
る
鼠
年
ア
ロ
エ
の
花
の
七
つ
を
咲
け
り

一
評
言Tb一の
]
]
『
い
t
t
只

□戸
『
り
二
り
。
ニ

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

孟
冬
の
社
に
舞
び
の
練
習
を
く
り
か
へ
す
巫
女
の
裳
裾
ふ
る
へ
り

＿
裳
裾
の
ふ
る
へ
た
の
は
風
の
た
め
か
、
緊
張
の
た
め
か
は
っ

評
き
り
し
な
い
。
「
孟
冬
の
社
に
舞
ひ
を
さ
ら
ひ
を
り
裳
裾
ゆ
ら

し
て
五
人
の
巫
女
さ
ん
」
は
ど
う
で
す
か
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

冷
え
し
る
き
日
の
つ
づ
く
な
か
盆
栽
の
白
梅
ほ
こ
ろ
ぶ
二
輪
一
二
輪

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

新
玉
の
年
を
迎
え
て
八
十
路
な
り
家
人
の
わ
れ
を
支
え
て
く
れ
て

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

う
っ
す
ら
と
雪
の
積
り
し
元
B

の
朝
す
が
す
が
し
畑
を
巡
る

宗
像
市
光
岡
則
松
芳
子

新
年
に
目
覚
め
て
白
く
積
り
を
り
寒
風
の
な
か
舞
う
新
雪
は

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

暖
か
き
陽
ざ
し
に
墓
参
す
山
茶
花
の
赤
き
花
咲
き
彩
る
な
か
を

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

冬
空
を
吹
き
く
る
風
は
千
の
風
我
も
世
界
を
見
て
ま
わ
り
た
し

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

明
け
や
ら
ぬ
寒
九
の
愕
き
救
急
車

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

梅
咲
き
し
め
じ
ろ
待
つ
か
な
吾
心

愚
息
が
生
ま
れ

た
頃
か
ら
で
し

ょ
う
か
、
当
大
社
以
外
の
神
社
の
お
守

り
や
縁
起
物
を
、
社
務
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
行
く
先
々
の
神
社
で
沢
山
受
け
て

し
ま
い
ま
す
▼
ど
の
神
社
に
も
様
々
な

授
与
品
が
あ
り
ま
す
が
、
小
生
が
惹
か

れ
る
の
は
、
そ
の
神
社
や
御
祭
神
を
上

手
く
表
現
し
た
渋
め
の
も
の
で
す
。
神

様
に
は
失
礼
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
シ

ン
プ
ル
な
中
に
も
光
る
デ
ザ
イ
ン
性
の

高
さ
、
世
相
を
反
映
し
環
境
に
配
慮
し

た
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
も
の
、
そ
し
て
い
つ

の
時
代
の
、
ど
ん
な
神
職
さ
ん
が
ど
ん

な
思
い
を
込
め
て
担
当
さ
れ
た
の
か
が

思
い
浮
か
ん
で
、
グ
ッ
と
く
る
の
で
す

▼
参
拝
者
の
傾
向
を
み
る
と
、
四
十
歳

を
過
ぎ
る
と
人
生
経
験
も
豊
富
な
た
め

か
、
特
に
こ
だ
わ
り
は
な
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
、
若
い
三
十
歳
以
下
に

は
「
ど
ん
な
も
の
が
授
与
品
と
し
て
あ

る
の
か
」
と
い
う
好
奇
心
が
こ
ち
ら
に

伝
わ
っ
て
き
ま
す
▼
四
十
代
以
上
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
不
変
の
も
の
で
、
三
十

代
以
下
に
は
「
こ
う
い
う
も
の
だ
」
と
導

く
こ
と
が
で
き
る
、
両
者
に
共
通
す
る

普
遍
性
を
も
つ
も
の
。
そ
ん
な
授
与
品

を
、
参
拝
者
の
方
々
も
無
意
識
に
求
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
な
り
ま
せ
ん
。
『
神

道
は
生
き
物
」
、
不
変
で
あ
り
な
が
ら
普

遍
で
あ
っ
て
、
平
成
の
宗
像
信
仰
に
相

応
し
く
、
神
社
神
道
を
表
現
す
る
授
与

品
と
は
何
か
、
も
う
し
ば
ら
く
は
追
い

続
け
そ
う
で
す
。

(
M
.
o
)

品
集

発行所
宗像大社社務所
宗像会

〒811-3505 福岡県宗像市田島
電話 0940-62-1311 （代）
発行人 葦津幹之

編集人 大塚宗延
制作ゼネラルアサヒ
印刷 ゼネラルアサヒ I 定価 1 年送料共 1,000円 I




